
区民と区長のタウンミーティング グループワーク意見

１班 ２班 ３班

地域のつながり強化と
情報の伝達

・情報が入ってこない。
・区報の全戸配布。年配の方、家にいる方、情報をどうする
か。
・町内会の役割。４０％加入率。町でのつながり、これでよい
のか。→見守り。回覧板を回すことは、地域の見守り活動の
ひとつ。
・回覧板の件。

・区報がカラーになってよかった。
・区報に人と人との場面を取りあげてもらいたい。

環境の改善

・通学路の安全指導。ブロック塀対策は必要。
・自宅が新宿区、練馬区の境にあり、区の災害車のアナウ
ンスが聞きとりずらい。
・区の境の町なので、道路の白線が経年で消えているのに
直してくれるようなこともない。どこに伝えればいいかわから
ない煩わしさもあり、半ば諦めている。
・空家対策をどうするのか。木、草がとにかく見苦しい。
・大地主がなくなり、緑が大きく減っている。小鳥がさえずる
町は区歌にあるはず。緑の植え木維持管理。
・江古田川、妙正寺川をきれいにして、江古田川にも水を通
して欲しい。

生涯学習大学

・生涯学習大学はすばらしい。中野区にはそういういいもの
がある。長生→人と人ふれあい。

・中野区のフェスティバルを区民、高校以上の学校と同一の
日に開く。学内の出入りを自由に出来ないか。

地域コミュニティ・共生社会

・地域の見守り体制を今後どうするのか？ ・こどもと交流できるコミュニティーがあればいい。
・障害者は行政がかかわっていかないと障害者と接する機
会が大事。

区内の設備

・区民活動センターと地域包括センターの職務の内容が良く
わからない。もっと地域に密着してほしい。
・中野体育館を平和の森に移転したことに伴うバス路線の
変更案は？中野駅からどう行くのか。

・ベンチがない。休けいする場所がない。
・スーパーなどが近くにないと生活が大変。

人と人との対話

・沼袋の百観音明治寺に集まって写経。心のゆとりになる。
・女性は交流が多い。

・おしゃべりでなく話し合いが出きる中野、聞き上手の方が
少ない。
・世代を超えた交流を行う
・人と話すこと大事！おしゃべりはダメ。
・からだの成長→こころの成熟→おもいのまま→こころ静か
に。

その他

・使用料について、高齢者はなしにした方が活動に参加す
る。

・これからの介護社会、従事者に未来は、ありますか？
・寿命１００年の時代を生きる智恵。
・これからのことを考えなければならない。
・１２０歳まで現役で生きたい。自分で鍛えたい！


